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土木学会を知ろう
─委員会の紹介

国
際
セ
ン
タ
ー
の
発
足

 

土
木
学
会（
J
S
C
E
）
の
国
際
的
な
活

動
を
統
轄
す
る
部
署
が
国
際
部
門
で
あ
り
、

担
当
理
事
は
常
時
3
名
い
る（
2
0
1
3

年
9
月
時
点
で
、霜
上
民
生
氏
、池
田
清
宏

氏
、
日
野
伸
一
氏
）。
国
際
部
門
の
核
と
な

る
の
が
国
際
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。そ
の
前
身

は
国
際
委
員
会
で
あ
る
が
、国
際
活
動
の
特

徴
で
あ
る
継
続
性
、
事
務
局
的
作
業
の
多

さ
を
考
慮
し
て
、
委
員
会
形
式
で
は
な
い

組
織
が
よ
り
適
切
で
あ
る
と
い
う
理
由
か

ら
、2
0
1
2
年
4
月
に
国
際
セ
ン
タ
ー
に

生
ま
れ
変
わ
っ
た
。国
際
セ
ン
タ
ー
発
足
に

は
、発
足
当
時
の
山
本
卓
朗
会
長
、佐
藤
直

良
副
会
長
、土
木
国
際
化
戦
略
会
議
の
森
地

茂
議
長
ら
の
貢
献
が
大
き
い
。

国
際
セ
ン
タ
ー
の
組
織

　

国
際
委
員
会
は
発
足
が
1
9
8
9
年

（
1
9
9
1
年
国
際
特
別
委
員
会
か
ら
改

称
）
で
、
国
際
担
当
理
事
が
委
員
長
、
副
委

員
長
を
務
め
て
来
た
。国
際
委
員
会
の
下
に

は
、国
際
的
活
動
母
体
と
な
っ
て
い
る
小
委

員
会（
企
画
調
整
小
委
員
会
、国
際
化
推
進

小
委
員
会
、国
際
交
流
小
委
員
会
、情
報
発

信
小
委
員
会
、留
学
生
支
援
小
委
員
会
）が

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
発
展
拡
充
す

る
こ
と
を
意
図
し
て
、国
際
セ
ン
タ
ー
は
図

1
に
示
す
よ
う
な
組
織
と
し
た
。特
徴
と
し

て
は
、①
活
動
の
五
つ
の
柱
と
し
て
、情
報

グ
ル
ー
プ
、国
際
交
流
グ
ル
ー
プ
、教
育
グ

ル
ー
プ
、留
学
生
グ
ル
ー
プ
、特
定
グ
ル
ー

プ
の
設
置
、②
セ
ン
タ
ー
長
を
補
佐
す
る
次

長
制
度
の
導
入
と
次
長
に
よ
る
各
グ
ル
ー

プ
の
統
括
、③
国
別
担
当
グ
ル
ー
プ
の
国
際

交
流
グ
ル
ー
プ
内
の
設
置
、
④
増
員

し
た
常
勤
の
セ
ン
タ
ー
員
に
よ
る
各

グ
ル
ー
プ
の
担
当
、
等
が
挙
げ
ら
れ

る
。
各
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
は
出

身
母
体
が
産
官
学
の
非
常
勤
の
セ
ン

タ
ー
員
で
あ
り
、
常
勤
の
セ
ン
タ
ー

員
5
名（
柳
川
博
之
、
橋
爪
義
治
、

澁
谷
有
希
子
、
橘
裕
人
、
宮
越
優
：

2
0
1
3
年
9
月
時
点
）
と
一
体
と

な
っ
て
作
業
主
体
と
な
る
。
従
来
の

委
員
会
形
式
で
あ
る
と
、
審
議
を
す

る
こ
と
が
主
体
と
な
っ
て
し
ま
う
き

ら
い
が
あ
る
が
、
セ
ン
タ
ー
員
方
式

で
あ
る
と
手
足
を
動
か
す
作
業
が
主

体
と
な
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。

　

国
際
セ
ン
タ
ー
と
密
接
な
関
係
の

あ
る
委
員
会
組
織
と
し
て
、
①
国
際

戦
略
委
員
会
、
②
学
術
交
流
基
金
管

理
委
員
会
、③
A
C
E
C
C
担
当
委

員
会
、
が
あ
る
（
図
2
）
。
国
際
戦
略

委
員
会
は
、
国
際
セ
ン
タ
ー
を
始
め

J
S
C
E
の
国
際
部
門
の
活
動
全

体
の
お
目
付
役
で
あ
る
と
と
も
に
、

J
S
C
E
全
体
の
国
際
戦
略
を
審

議
し
決
定
す
る
の
を
役
目
と
し
て
い

る
。学
術
交
流
基
金
管
理
委
員
会
は
、

国
際
交
流
関
連
の
活
動
を
支
援
す
る

学
術
交
流
基
金
の
活
用
策
を
検
討
す
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る
の
が
役
目
で
、J
S
C
E
が
行
う
海
外

協
定
学
会
と
の
交
流
活
動
、日
本
国
内
の
留

学
生
の
た
め
の
サ
マ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等

を
継
続
的
に
助
成
し
て
お
り
、
国
際
セ
ン

タ
ー
の
活
動
の
重
要
な
支
援
者
で
も
あ
る
。

A
C
E
C
C
担
当
委
員
会
は
、J
S
C
E

が
参
画
す
る
ア
ジ
ア
土
木
学
協
会
連
合
協

議
会（T
he A

sian Civil Engineering 

Coordinating Council

）の
活
動
に
対
す

る
日
本
の
対
応
窓
口
で
あ
る
。A
C
E
C
C

と
は
、ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
各
国
の
土
木

工
学
に
関
す
る
国
内
団
体
の
連
合
組
織
で

あ
り
、J
S
C
E
は
設
立
時
の
団
体
で
あ

り
A
C
E
C
C
を
主
導
す
る
団
体
の
一
つ

で
あ
る
。2
0
1
3
年
8
月
よ
り
新
た
に

設
置
さ
れ
た
A
C
E
C
C
の
常
設
事
務
局

が
日
本
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、事
務
総

長（Secretary General

）に
は
堀
越
研
一

氏
が
着
任
し
た
。A
C
E
C
C
事
務
局
は

J
S
C
E
と
は
独
立
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
が
、J
S
C
E
に
は
種
々
の
支
援
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。A
C
E
C
C
に
対
し
て
は
、

従
来
の
J
S
C
E
の
視
点
に
基
づ
い
た
活

動
だ
け
で
は
な
く
、A
C
E
C
C
全
体
を
俯

瞰
し
た
活
動
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

国
際
セ
ン
タ
ー
の

各
グ
ル
ー
プ
活
動
に
つ
い
て

　

国
際
セ
ン
タ
ー
の
各
グ
ル
ー
プ
の
活

動
を
紹
介
し
よ
う
。
情
報
グ
ル
ー
プ
は
、

J
S
C
E
内
外
に
あ
る
日
本
の
土
木
工

学
に
関
す
る
情
報
の
海
外
へ
の
発
信
、

J
S
C
E
の
国
際
活
動
に
関
す
る
情
報
の

J
S
C
E
内
で
の
共
有
と
国
内
外
へ
の
発

信
、を
行
う
の
が
役
割
で
あ
る
。そ
の
た
め

に
、英
文
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
充
実（
従
来
単

に
国
際
部
門
の
英
文
版
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

あ
っ
た
も
の
を
土
木
学
会
全
体
に
近
づ
け

た
英
文
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
ア
ッ
プ
グ
レ
ー

ド
）、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
拡
充（
従
来
季

刊
で
あ
っ
た
英
文
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
、和

英
2
ヶ
国
語
に
よ
る
国
際
セ
ン
タ
ー
通
信

の
毎
月
発
刊
お
よ
び
土
木
学
会
誌
毎
号
の

国
際
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
の
掲
載
に
変
更
）、

J
S
C
E
内
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強

化（
従
来
常
置
委
員
会
に
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー

等
へ
の
情
報
提
供
を
お
願
い
し
て
い
た
だ

け
の
も
の
を
常
置
委
員
会
の
担
当
者
に
セ

ン
タ
ー
員
に
な
っ
て
も
ら
い
国
際
セ
ン

タ
ー
通
信
の
記
事
提
供
を
順
番
に
担
当
す

る
方
式
に
変
更
）と
い
っ
た
展
開
を
実
施
中

で
あ
る
。

　

国
際
交
流
グ
ル
ー
プ
は
、J
S
C
E
と

協
定
を
締
結
し
て
い
る
海
外
の
29
の
学
協

会
、J
S
C
E
の
九
つ
の
海
外
分
会
等
と

の
交
流
活
動
の
実
施
あ
る
い

は
支
援
部
隊
で
あ
る
。対
象
と

な
る
国
ご
と
に
担
当
グ
ル
ー

プ
を
設
置
し
、各
担
当
グ
ル
ー

プ
は
原
則
と
し
て
産
官
学
か

ら
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
現
時
点
で
、
台
湾
、

韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
英
国
、
モ

ン
ゴ
ル
、ト
ル
コ
、イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

米
国
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
11
ヶ

国
・
地
域
の
グ
ル
ー
プ
が
あ

り
、
こ
れ
ら
は
J
S
C
E
が

現
時
点
で
交
流
を
優
先
し
て

い
る
国
々
で
あ
る
と
言
え
る
。

国
際
交
流
活
動
と
し
て
は
、

毎
年
J
S
C
E
の
全
国
大
会
の
際
に
開
催

さ
れ
る
各
海
外
分
会
の
代
表
と
各
国
担
当

グ
ル
ー
プ
の
代
表
が
一
堂
に
集
ま
る
海
外

支
部
会
議
、海
外
協
定
学
協
会
の
年
次
大
会

へ
の
参
加
、海
外
の
協
定
学
協
会
と
の
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の

共
催
、海
外
の
協
定
学
会
の
ト
ッ
プ
と
の
定

期
的
な
会
合
開
催
、海
外
分
会
と
の
技
術
交

流
会
等
の
共
催
、外
国
の
技
術
基
準
整
備
等

の
技
術
支
援
、と
言
っ
た
も
の
が
上
げ
ら
れ

る
。交
流
活
動
の
一
環
と
し
て
海
外
を
訪
問

す
る
際
、J
S
C
E
を
代
表
す
る
意
味
で
、
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─委員会の紹介

会
長
ま
た
は
元
会
長
、専
務
理
事
、国
際
セ

ン
タ
ー
長
等
が
同
行
す
る
場
合
が
普
通
で

あ
る
。関
与
し
て
い
る
人
の
数
、活
動
の
数

は
他
の
グ
ル
ー
プ
に
比
べ
て
多
く
な
っ
て

い
る
。

　

教
育
グ
ル
ー
プ
は
、日
本
の
企
業
が
海
外

展
開
を
図
る
た
め
の
人
材
育
成
を
念
頭
に

置
い
た
活
動
を
主
体
に
行
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
、日
本
人
向
け
の
活
動
と
言
え
る
。最

近
の
数
年
間
は
、
草
柳
俊
二
氏
が
中
心
と

な
っ
て
の
企
画
で
あ
る
国
際
建
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
論
を
シ
リ
ー
ズ
の
講
習
会
と
し
て

開
催
し
て
い
る
。ま
た
、新
た
な
展
開
と
し

て
、
資
金
を
産
業
界
等
か
ら
集
め
た
上
で
、

国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
応
で
き
る
優
秀

な
人
材
育
成
を
行
う
た
め
の
寄
付
講
座
を

大
学
に
開
設
す
る
こ
と
の
検
討
を
開
始
し

て
い
る
。

　

留
学
生
グ
ル
ー
プ
は
、
日
本
国
内
外
の

留
学
生
の
た
め
の
種
々
の
活
動
を
行
う
の

が
目
的
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
具
体
の
活

動
と
し
て
は
、
英
語
に
よ
る
論
文
発
表
会

で
あ
る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
マ
ー
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
留
学
生
の
た
め
の

就
職
説
明
会
の
開
催
、
海
外
の
元
留
学
生

や
J
S
C
E
会
員
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
、等
が
あ
る
。サ
マ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

10
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、
現
在
は
全
国

か
ら
の
留
学
生
の
参
加

が
容
易
と
な
る
よ
う
に

J
S
C
E
年
次
大
会
の
国

際
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
開

催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
現
在
、
日
本
語
を

解
さ
な
い
会
員
に
対
し

て
も
情
報
提
供
等
の
会

員
便
益
の
多
く
が
日
本

語
を
介
し
て
お
り
、外
国

人
が
会
員
を
継
続
す
る

環
境
と
し
て
は
好
ま
し

い
も
の
で
は
な
い
。留
学

生
グ
ル
ー
プ
の
活
動
は
、

留
学
生
に
限
ら
ず
、
外
国
人
会
員
の
便
益

を
増
強
し
、
会
員
の
国
際
的
な
広
が
り
の

た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ

る
。な
お
、海
外
人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
は
、
海
外
展
開
を
図
る
日
本
の
企
業
や

技
術
者
に
と
っ
て
も
有
益
な
も
の
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
付
言
す
る
。

　

特
定
グ
ル
ー
プ
と
は
、あ
る
特
定
の
目
的

に
対
し
、時
限
で
設
置
さ
れ
る
作
業
部
隊
で

あ
る
。現
時
点
で
の
特
定
グ
ル
ー
プ
と
し
て

は
、毎
年
全
国
大
会
時
の
主
た
る
国
際
行
事

と
し
て
開
催
さ
れ
る
国
際
円
卓
会
議（
あ
る

い
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）対
応
グ

ル
ー
プ
が
毎
年
設
置
さ
れ
て
い
る
。こ
の
国

際
円
卓
会
議
は
全
国
大
会
時
の
J
S
C
E

会
長
が
テ
ー
マ
を
提
起
す
る
の
が
慣
例
と

な
っ
て
お
り
、そ
の
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
て
円

卓
会
議
の
議
長
を
日
本
国
内
か
ら
選
び
、海

外
協
定
学
協
会
を
中
心
に
、
専
門
家
に
集

ま
っ
て
も
ら
い
、講
演
と
討
議
を
行
う
。従

前
は
、協
定
学
協
会
の
代
表（
会
長
や
国
際

委
員
会
委
員
長
）が
集
ま
っ
て
議
論
す
る
場

で
あ
っ
た
が
、最
近
数
年
は
テ
ー
マ
に
ふ
さ

わ
し
い
専
門
家
に
よ
る
会
議
と
な
っ
て
お

り
、国
内
外
か
ら
の
会
議
参
加
者
の
評
価
が

高
く
な
っ
て
い
る
。国
際
円
卓
会
議
対
応
グ

ル
ー
プ
は
、こ
の
会
議
の
企
画
か
ら
開
催
ま

で
の
一
切
を
行
う
。

　

も
う
一
つ
の
特
定
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、

1
0
0
周
年
国
際
会
議
対
応
グ
ル
ー
プ
が

あ
る
。J
S
C
E
は
2
0
1
4
年
に
1
0
0

周
年
を
迎
え
る
が
、
記
念
事
業
と
し
て

一
連
の
国
際
行
事
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

2
0
1
4
年
9
月
に
大
阪
で
J
S
C
E
全

国
大
会
時
に
開
催
さ
れ
る
若
手
技
術
者
国

際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
11
月
の
1
0
0
周

年
記
念
国
際
会
議
と
が
、
国
際
セ
ン
タ
ー

が
1
0
0
周
年
事
業
実
行
委
員
会
と
と
も

に
担
当
す
る
行
事
で
あ
る
。
後
者
は
、「
社

会
イ
ン
フ
ラ
の
豊
か
な
生
活
へ
の
貢
献
」

を
テ
ー
マ
と
す
る
国
際
会
議
、
防
災
・
減

災
・
復
旧
/
復
興
対
策
に
関
す
る
国
際
協
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写真4　サマーシンポジウム開会式（2012年 名古屋大学東山キャンパス）

写真3　国際建設マネジメント論　草柳教授の講演



力
を
テ
ー
マ
と
す
る
円
卓
会
議（A

sian 

Board M
eeting

）、 

A
C
E
C
C
の
理
事

会
等
の
一
連
の
会
議
か
ら
な
る
。こ
の
円
卓

会
議
は
、2
0
1
2
年
開
催
の
J
S
C
E

年
次
大
会
時
の
国
際
円
卓
会
議
か
ら
始
ま

り
、2
0
1
3
年
の
A
C
E
C
C
が
主
催

す
る
第
6
回
ア
ジ
ア
土
木
技
術
国
際
会
議

（Civil Engineering Conference in 

the A
sian Region : CECA

R
-6

）
で

の
2
回
目
の
円
卓
会
議
に
引
き
継
が
れ
、

2
0
1
4
年
に
3
年
間
の
活
動
の
総
括
を

行
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、1
0
0
周
年

記
念
国
際
会
議
に
お
い
て
よ
り
よ
い
成
果

を
出
す
た
め
に
、
海
外
か
ら
の
国
際
会
議

参
加
者
と
事
前
の
議
論
を
重
ね
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

国
際
セ
ン
タ
ー
の

目
指
す
と
こ
ろ
と
お
願
い

　

現
時
点
で
の
危
急
の
課
題
と
し
て

J
S
C
E
会
員
の
う
ち
日
本
語
を
解
さ
な

い
会
員
へ
の
便
益
の
向
上
が
あ
る
。通
常
の

会
員
と
は
異
な
る
取
り
扱
い
、
た
と
え
ば
、

便
益
に
合
わ
せ
て
会
費
を
格
安（
無
料
）に

す
る
等
の
検
討
を
行
う
。
こ
の
点
は
橋
本

会
長
か
ら
の
示
唆
で
も
あ
る
。

　

J
S
C
E
と
し
て
は
、
国
際
セ
ン
タ
ー

以
外
に
も
、常
置
委
員
会
の
活
動
と
し
て
国

際
的
な
活
動
が
種
々
継
続
的
に
行
わ
れ
て

い
る
。国
際
セ
ン
タ
ー
は
、そ
れ
ら
の
諸
活

動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、活
動
に
関
す
る

情
報
を
収
集
し
、J
S
C
E
あ
る
い
は
日

本
の
土
木
界
で
情
報
の
共
有
化
を
図
る
こ

と
も
活
動
の
柱
と
し
て
い
る
。
合
わ
せ
て
、

常
置
委
員
会
を
始
め
と
し
て
J
S
C
E
関

係
者
各
位
が
、日
常
的
に
国
際
的
な
視
野
で

の
活
動
を
拡
充
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
成

果
を
国
際
的
に
発
信
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
さ
ら
に
尽
力
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い

す
る
。1
0
0
周
年
を
迎
え
る
J
S
C
E

の
次
の
1
0
0
年
の
長
期
戦
略
か
ら「
国

際
化
」、「
国
際
戦
略
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
が
不
要
と
な
る
こ
と
を
国
際
セ
ン
タ
ー

と
し
て
は
期
待
し
て
い
る
。

　

国
際
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
の
個
人
的
な

考
え
で
あ
る
が
次
の
2
点
を
示
し
た
い
。一

つ
目
は
、
中
国
と
の
交
流
の
強
化
で
あ
る
。

中
国
土
木
工
程
学
会
側
が
国
際
活
動
に
あ

ま
り
関
心
を
示
し
て
い
な
い
等
の
こ
れ
ま

で
の
経
緯
か
ら
、現
在
交
流
強
化
を
目
指
し

て
い
る
九
つ
の
国
・
地
域
に
含
ま
れ
て
い

な
い
。隣
国
の
大
国
で
あ
る
の
で
交
流
の
強

化
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
二
つ
目
は
、

A
C
E
C
C
担
当
委
員
会
委
員
長
で
あ
る

山
口
栄
輝
氏
の
考
え
で
も
あ
る
が
、「
土
木

学
会
」と
い
う
現
行
の
名
称
を「
日
本
土
木

学
会
」
に
変
更
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

本
記
事
中
で
読
者
も
気
づ
か
れ
て
い
る
と

思
う
が
、
あ
え
て「
J
S
C
E
」
と
い
う
表

現
を
使
っ
て
い
る
。こ
れ
は
、記
事
中
に
各

国
の
土
木
工
学
に
関
連
す
る
学
協
会
に
関

す
る
記
述
が
あ
り
、海
外
の
土
木
学
会
と
明

確
に
区
別
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。現
実

に
J
S
C
E（Japan Society of Civil 

Engineers

）
を
直
訳
す
れ
ば
、
日
本
土
木

学
会
と
な
る
。他
の
国
内
主
要
学
会（
た
と

え
ば
、
日
本
建
築
学
会
、
日
本
機
械
学
会
）

は「
日
本
」
を
つ
け
て
い
る
し
、
海
外
の
土

木
学
会
も「
大
韓
土
木
学
会
」「A

m
erican 

Society of Civil Engineers

」
の
よ
う

に
国
が
わ
か
る
よ
う
な
名
称
と
し
て
い
る
。

J
S
C
E
の
国
際
化
の
た
め
に
も
そ
の
方

が
自
然
で
あ
る
。会
員
諸
氏
の
お
考
え
を
国

際
セ
ン
タ
ー
も
し
く
は
セ
ン
タ
ー
長
宛
に

ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
す
る
。
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1.		英文論文集（第1号：東日本大震災）

2.		2013年CECAR（インドネシア）津波セッション＆100周年ブース展示*

3.		2014年100周年時の国際会議	 	

1）9月関西：若手技術者ワークショップ*	 	

2）		11月東京：100周年記念国際会議*	 	

①「社会インフラの豊かな生活への貢献」をテーマとする国際会議*	 	

② 		防災・減災・復旧／復興対策に関する国際協力をテーマとする円

卓会議（Asian	Board	Meeting）*

4.		社会インフラ（道路施設）の維持管理に関する国際集会	

｢維持管理による社会インフラのサステナビリティとレジリエンス向上に

向けて｣

5.		学会の国際活動発信と留学生ネットワーク強化のための電子情報シス

テム事業*

6.		日本ー韓国ー台湾ジョイントセミナーによる国際競争力の増強

7.		インフラ国際協力・国際貢献アーカイブス*

「*｣ 付きの事業が特定グループ、留学生グループ等の国際センターが取り組むもの

表1　100周年記念事業（国際関連のイベント）


